
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年９月２０日               NO,４５３ 

 

 １２日おこなわれた、第３回沼田花火大会は５万人

（主催者発表）が、音楽と花火のコラボレーションを楽

しみました。 

 午後２時からオープニ 

ングセレモニー（写真） 

が開かれ、薄根ふるさと 

太鼓の演奏、フラダンス 

などステージイベントも 

おこなわれました。 

 大東議員は一般質問で、農業や地域経済に深刻な影響を与えるＴＰＰへ

の参加をおこなわないよう、市長が政府に働きかけるよう求めました。 

 市長は、「ＴＰＰは、食料の自給率の低下、食の安全、混合診療の導入、

建設業への影響があるとの指摘があり、経済活性化に大きな影響があると

思う。国会の決議を順守し、適切に対応してもらいたい」と答えました。 

 沼田市の農業への影響について市長は、「３３億７８００万円の影響があ

る。憂慮している」と答え、大東議員は、ＴＰＰへの参加をおこなわない

よう強く求めました。 

 継続審査となっていた、「政府に対して『国際支援法』『平和安全法整備

法案』（戦争法案）の撤回を求める意見書提出を求める請願書」は１６日の

総務文教常任委員会で審議され、継続となりました。 

 議員からは、「継続にして推移を見守る」「自民党も戦争へと向いていく

とは思わない。慎重に考えていかなくてはならないので継続」「戦争法案と

騒がれているが、安全保障のための法案であり撤回を求めることは適当で

はない」「国会で審議されているなかで、市議会では判断できない。請願に

は反対」などと言う意見が出され、請願は継続扱いとなりました。 

 戦争法案についてマスコミの世論調査では、６割の国民が反対しており、

市議会はこうした願いにこたえ、地方から国政に意見を上げることこそ議

会の果たすべき役割です。 

太子堂 

 十一面観音を祀る岩屋 

堂のとなりに、南向きに 

建てられているお堂は、 

聖徳太子像が安置されて 

いる太子堂です。 

 地元では、「ていしんさ 

ま」よばれ、徳が高い人 

として信仰をあつめてきました。 

 武士でも馬に乗ったままお堂の無断で前を通ると、必ず落馬

するといわれ、道路に面し西向きに建てられていたものを、南

向きに変えたといわれています。 

         岡谷用水取水口 

   中発知町の発知川から発知新田町、下発知町、岡谷町と戸神

町へと流れる岡谷用水は

真田伊賀守の時代、寛文

２年（１６６２）に起工

し、翌年に完成したとい

われています。 

                    この水は今も、地域の

田んぼを潤す水として使

われています。 

 白沢町民運動会が１３日、白沢中学校運動会といっし

ょに白沢中学校で開かれました。 

 白沢町民運動会は、１０の競技を７つの地区対抗でお

こない、得点によって優

勝が決まります。 

               消防団ホース巻競争

（写真）や市民大運動会

の代表を決める長なわ

とび競争、玉入れなどが

おこなわれました。 
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し
、
廃
案
を
求
め
る
声
が
国
会
の
内
で
も
外
で
も
広
が
る
な
か
、
安

倍
首
相
と
自
民
、
公
明
の
与
党
は
、
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日
の
中
央
公
聴
会
、
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日
の
地
方
公
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会
を
う
け
、
参
議
院
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特
別
委
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強
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さ
れ
ま
し
た
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公
聴
会
は
、
国
民
の
声
を
聞
き
、
審
議
を
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実
さ
せ
る
た
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に
開
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も
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で
あ
り
、
公
聴
会
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え
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け

ば
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決
し
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も
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く
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後
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会
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都
合
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い
い
よ
う
に
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え
、
国
民
の
声
を
踏
み
に
じ
る
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の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
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国
会
審
議
で
戦
争
法
案
が
こ
れ
ま
で
の
憲
法
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に
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え
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め
る
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も
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、
「
戦
闘
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ま
で
出
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け
て
ア
メ
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カ
の
戦
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を
支
援
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点
で
も
、
憲
法
に 

違
反
す
る
こ
と
が
国
会
審
議
で
明
ら
か
に
な
り
、
日
本
共
産
党
が
国
会
で
取
り
上
げ
た 

自
衛
隊
の
統
合
幕
僚
監
部
の
内
部
文
書
の
問
題
の
解
明
も
な
い
ま
ま
強
行
採
決
す
る 

こ
と
は
、
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
暴
走
そ
の
も
の
で
す
。 


